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ここ数年相次いで噴出
信用失墜につながる問題

　ここ数年、ブライダル業
界の信用を失墜させるよう
な諸問題が、一般メディア
を通じて相次いで発信され
ている。2015年秋には、国
民生活センターが消費者に
向け、結婚式場の契約トラ
ブルに関する注意喚起を発
表。実際に同センター、全
国の消費生活センターに寄
せられる結婚式トラブルに
関する相談件数は、毎年
1500件を超える状況であ
り、その中でも契約・解約
に関するものは、全体の
90％以上を占めている。
　強引な契約や契約時の説
明不足などによって起こる
トラブルを防ぐために、同
センターでは注意喚起の発
表をしたわけだが、その内
容はテレビや一般紙、ネッ
トなどでも取り上げられ
た。メディアを通じて、結
婚式の契約に関する問題
（一部の企業の行いではあ
っても）が広まったことで、
結婚式離れの可能性も高ま
ったと言える。
　その後も、公正取引委員
会による違法取引の可能性
を示唆した調査結果の発
表、個人情報の流出など、
ブライダルに関連した様々
なネガティブニュースが、
一般メディアを震わせた。
昨年には、ブライダル大手
企業ブリリアの倒産が発生
し、そのあおりで多くの消
費者が被害を受けた。さら
に著作権や労働関連法規な
ど、コンプライアンスが重

視される時代にあって、大
きな問題になる事案も内包
している。
　「こうした問題が続いた
ことは業界にとってマイナ
ス材料。公益社団法人とし
ては、消費者に安心・安全
を提供していくために、信
用低下によって生じる結婚
式離れを食い止めるために
も、健全化に向けた取り組
みが必要でした。それを目
的に、1年がかりで作成し
たのが今回のサービス宣言
です。」（BIA専務理事・野
田兼義氏）

消費者の声と業界慣例
乖離した部分を埋める

　宣言策定に向け、昨年 7
月、業界向上委員会を発足。
ブライダル総研所長・鈴木
直樹氏を委員長に、ホテル、
式場関係者を含めた、有識
者 5名が参加した。
　鈴木氏は、BIA理事会の
席で健全化への取り組みを
進言した一人でもある。ニ
ュースになった諸問題以外
にも、消費者の声と業界慣
例が乖離している昨今の現
状に対し、このままでは結
婚式離れがどんどん加速し
ていくのではという危機感

　強引な勧誘、契約時の説明不足、契約後の料金の高騰、
コンプライアンスetc・・・ここ数年、一般メディアでも取
り上げられているブライダル業界の諸問題。消費者の信頼
を失墜する行いは、結果として結婚式離れを加速させてし
まう。公益社団法人日本ブライダル文化振興協会は、こう
した状況を少しでも改善することを目的に、6月ブライダ
ルサービス宣言を策定。宣言に基づいた認証制度もスター
トすることで、業界全体の信用アップを目指していく。
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ブライダル業界「健全化」への第一歩
―BIAが自主ガイドライン「ブライダルサービス宣言」を策定―
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ブライダルサービス宣言
【はじめに】
◆ブライダルサービス宣言とは、
　ブライダルサービス宣言（以下、「宣言」といいます。）は、契約から当日まで新郎・新婦に安心してブ
ライダルサービスを受けていただくための行動指針として制定しました。
　宣言は、契約時の説明責任、提供サービス・料金体系の明確化、法令遵守等、企業として果たす役割を
明確にしたものです。
◆ブライダルサービス宣言事業者とは、
　公益社団法人日本ブライダル文化振興協会（以下。「BIA」といいます。）では、この趣旨に賛同し、宣
言を遵守することを誓約した事業者を「ブライダルサービス宣言事業者」として認証し、「宣言証明」及び
「宣言マーク」の使用を認めております。
　ブライダルサービス宣言事業者は、国民の皆さまに安心・信頼して頂ける事業者として、ブライダルサ
ービスの向上に取り組んでまいります。

1.行動原則
　私たちは、ブライダル事業の社会的意義を自覚し、誠実で公正な事業活動を通じて地域社会の発展に寄
与し、社会にとって有用な存在であり続けます。
2.新郎・新婦への十分かつ適切な情報提供について
①ホームページ、営業用パンフレット、広告又は宣伝等において、不当表示・虚偽表示や過大な値引き及
び景品等の提供は行わず、新郎・新婦が安心して商品・サービスを選択できるよう努めます。
②常に適切な営業活動を行い、公正かつ自由な競争の確保に努め、同業他社に対する誹謗中傷、その他法
令違反や反社会的行為は行いません。
③提供する商品・サービスについては、その内容や価格が明記されたパンフレット及び価格表等の資料（以
下、「パンフレット及び価格表等」といいます。）を必ず提示します。
④パンフレット及び価格表等は、明確かつ平易な表現により、新郎・新婦にとって分かりやすい内容とな
るよう努めます。
⑤新郎・新婦の要望を誠実に受け止め、必要事項や注意事項、適応条件等、認識の齟齬をきたさないよう
に分かりやすい見積書を作成し、説明の上お渡しします。
⑥主要な契約内容は、契約締結前に約款等をもって明示します。
加えて以下の項目については、担当者より口頭にて説明します
・契約成立の条件	 ・キャンセル規定（申込金・内金の取り扱い含む）
・利用制限（持ち込み料等）	 ・禁止事項
⑦契約締結の判断を求める際には、新郎・新婦の意思を最大限に尊重します。
⑧契約締結後の打ち合わせ等によりサービス内容・金額に変更がある場合は速やかに説明を行うとともに、
見積書を再発行します。
⑨疑問や不明な点については、親身になって対応します。
3.関連法令の遵守
　ブライダルサービスを提供する上で必要な、消費者契約法や個人情報保護法をはじめとする関連法令等
を遵守します。
4.個人情報保護
①個人情報保護方針（プライバシーポリシー）を定め、明示し、情報漏えい防止に努めます。
②個人情報保護のための社内体制とフローを整備します。
5.利用者の安心・安全の確保
①食品等の衛生管理を徹底し、利用者の安心・安全の確保に努めます。
②施設環境の整備を進め、利用者の安全性・利便性向上に努めます。
6.トラブル・苦情への適切な対応
①新郎・新婦、利用者からトラブル・苦情等の相談があった場合は、誠実に相談に応じ、速やかにその解
決に努めます。
②BIA及び消費者センター等の外部団体よりトラブル・苦情の相談があった旨通知を受けた場合、速やか
に解決に努めます。
③従業員教育を徹底し、トラブルの発生を防止するとともに、トラブル対応の社内体制とフローを整備し
ます。
7.従業員教育
　従業員に対して、サービスの質の向上に向けて、事業に関係する法令及び本宣言基準等の知識を十分に
理解させるため、年間１回以上の教育を実施します。
8.サービスレベルの向上
　協力事業者／取引先とは、良好な関係を保ち、遵法のうえで協同し、上質なブライダルサービスの提供
に努めます。
サービスレベルを向上し続けるために、従業員が働きやすい職場環境の整備に努めます。
9.宣言基準を遵守した運営状況の確認と自律的な改善について
　本宣言基準を遵守するため、基準監督責任者を定め、自主的に運営状況を確認し、常に改善に努めます。
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　ブライダルプロデュース
の運営店舗・クラシカ表参
道は、5 月26日、既存店の隣
りに「別邸 KEYAKI」をオ
ープン。最大収容人数40名

（着席時）のバンケットを所
有しており、年間受注目標
は150組を掲げる。

　クラシカ表参道のコンセ
プトは「和モダン」。大聖堂
など洋風の施設が多い青山
・表参道エリアで他社との

差別化を図
っ て お り、
2014年 9 月
の 開 業 以
降、受注も
好調に推移
してきた。
　既存施設
は、サウン
ド ホ ー ル

（チャペル）

ディングに特化した会場を
設けることは、新たな価値
の提供になる」と語ってい
る。2 階の10～40名に対応
する宴会場のほか、1 階に
はゲストラウンジを設置。
ウェルカムフードなどを提
供していく。更衣室やブラ
イズルームも別邸内に完備
しており、施行中は施設を
貸し切れるのが特徴だ。
　「少人数で邸宅を貸し切
れるのは、都内でもそう多
くはないはずです。アット
ホームさを求めるカップル

のほか、50～96名、50～106
名まで対応可能なバンケッ
トを 2 つ所有。家族のみ等
のウエディングを希望する
カップルには、平日限定で
レストランでの婚礼も 6 名
から案内していたが、増加
しつつある30～40名の少人
数ウエディングの受注増加
を目指し、既存施設の隣り
の土地を購入。今回の別邸
オープンに至った。
　同社代表取締役社長の今
野竜太氏は、「多様化する婚
礼市場の中で、少人数ウエ

　ブライダルプロデュース（本社：横浜市中
区）が運営するクラシカ表参道は、5月26日、
少人数向けのパーティ会場を展開する「別邸 
KEYAKI」をオープンした。既存のバンケッ
トが100名前後収容可能に対し、新会場は10
名から最大40名（着席時）までの対応として
いる。年間受注目標は150組で、ニーズが増
加する少人数需要の獲得を目指す。
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業界媒体のSNSとしては屈指の9600フォロワー
ブライダル産業新聞フェイスブックへ！！

●ブライダルのトレンド情報 ●ウエディング関連ニュース
●フォトウエディング作品 ●取材こぼれ話　などなど

▲ 宴会場は10～40名（着席）まで対応可能

▲ クラシカ表参道の真横に開業

一棟貸切で差別化・満足度に繋げていく
年間受注150組を目標に掲げる

〔クラシカ表参道 別邸 KEYAKI／ブライダルプロデュース〕

も多いので、差別化を図れ
るだけでなく、顧客満足度
にも繋がるでしょう。」（マ
ーケティング室宣伝広報マ
ネージャー・木村静華氏）
　施設デザインはクラシカ
表参道と同じ和モダンをコ
ンセプトに、統一感を出し
ている。円卓だけでなく、
流しスタイルでの会場レイ
アウトも可能。バンケット
内にはカウンターキッチン
を設けており、シェフが最
終の盛り付けをしながら、
食事の説明もしていく。


